
03 04

［全10日間］全日10:30 ～ 17:00（受付10:00 ～）

通達や問答集を確認するだけでは
理解が困難な土地評価の奥義

10日間で、通達や問答集を確認するだけでは理解が困難な土
地評価の奥義が深い世界を確認します。

前半の基礎講座（5日間）では、全ての土地評価のなかでも難解
な『借地権（建物の所有を目的とする地上権又は賃借権）』と『雑
種地の賃借権』について基本的事項から応用的な項目までの総
確認を行います。この借地権評価を巡る判断ミスは、多額の評
価誤差を生じさせることが一般的であり慎重な対応が求められ
ることになります。

後半の応用講座（５日間）では、『難解事例から探る財産評価の
キーポイント』（第５集）（最新刊）のなかから、厳選した事例※を
講師が選択し、１日につき２～３事例（今回は基礎講座で確認し
た借地権に係る事案を中心とします。）に絞って、事例を読むに
当たって必要とされる知識の確認から始めて、最終的には当該
事例から学ぶことができる実務上最重要とされる法令解釈等の
ポイントを習得することを目標に解説いたします。

※何例かの紹介予定事例を以下に示しておきます。（予定事例は変更されることもあります。）

１． 借地権
　  ① 民法上の借地権と税務上の借地権
　  ② 税務上の借地権（原始発生借地権と自然発生借地権）
　  ③ 土地の貸借方式（権利金、相当の地代、無償返還の届出書、使用貸借）
　  ④ 相当の地代通達
　  ⑤ 使用貸借通達
　  ⑥ 借地権評価における実務上の諸論点の確認
２． 雑種地の賃借権
　  ① 雑種地の賃借権の意義
　  ② 評価方法
　　　（イ）地上権に準ずる賃借権として評価する場合
　　　（ロ）上記（イ）以外の賃借権として評価する場合

東 京 4月14日（木） 大 阪 4月9日（土）第1日目

東 京 4月15日（金） 大 阪 4月10日（日）第2日目

東 京 5月28日（土） 大 阪 5月8日（日）第3日目

東 京 5月29日（日） 大 阪 5月9日（月）第4日目

東 京 6月15日（水） 大 阪 6月18日（土）第5日目

東 京 6月16日（木） 大 阪 6月19日（日）第1日目

東 京 7月3日（日） 大 阪 7月23日（土）第2日目

東 京 7月4日（月） 大 阪 7月24日（日）第3日目

東 京 8月6日（土） 大 阪 8月28日（日）第4日目

東 京 8月7日（日） 大 阪 8月29日（月）第5日目
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